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一
般
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
６
・

４
％
減
の
32
億
５
、
９
０
０
万
円
で
、
歳
入
の

不
足
額
５
億
１
、
１
４
５
万
円
を
財
政
調
整
基

金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
て
補
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
別
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

２
・
０
％
増
の
25
億
９
、
４
２
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
て
歳
入
の
主
な
増
減
は
、
三

位
一
体
の
改
革
に
よ
り
村
民
税
が
６
、
３
４
０

万
円
の
増
、
所
得
譲
与
税
が
４
、
６
８
０
万
円

の
減
、
地
方
交
付
税
が
９
、
９
０
０
万
円
の
減
、

農
村
総
合
整
備
事
業
の
農
道
２
号
の
完
成
、
追

分
地
区
の
土
地
改
良
事
業
の
完
成
な
ど
に
よ
り

県
補
助
金
が
１
億
４
、
１
６
４
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
増
減
は
議
会
費
が
議
員
４
名
減

な
ど
に
よ
り
１
、
２
９
１
万
円
の
減
、
総
務
費

が
企
業
誘
致
事
業
費
や
県
議
会
議
員
・
県
知
事

選
挙
・
参
議
院
議
員
選
挙
な
ど
に
よ
り
４
、
９

３
１
万
円
の
増
、
衛
生
費
が
簡
易
水
道
繰
出
金

の
減
額
な
ど
に
よ
り
３
、
０
４
２
万
円
の
減
、

農
林
水
産
業
費
が
農
道
２
号
の
完
成
、
追
分
地

区
の
土
地
改
良
事
業
の
完
成
な
ど
に
よ
り
１
億

９
、
５
９
７
万
円
の
減
、
消
防
費
が
群
馬
県
衛

星
系
等
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
負
担
金
な
ど

に
よ
り
１
、
９
４
０
万
円
の
増
、
公
債
費
が
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
起
債
の
完
済
な

ど
に
よ
り
４
、
７
９
８
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
五
つ
あ
る
特
別
会
計
の
歳
入
不
足
を

補
う
た
め
な
ど
に
４
億
３
、
６
６
７
万
円
（
前

年
度
比
▲
１
、
４
５
８
万
円
）
を
繰
り
出
し
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
つ
づ
き
３

年
連
続
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度

平
成
19
年
度
予
算
の
概
要

一般会計 32億5,900万円　特別会計 25億9,422万円
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特
別

会
計

国民健康保険事業
農業、自営業、退職した人などの医療と、
農業、自営業などを営む４０～６４歳の
人の介護保険料を負担する会計です。
主な歳出は、医療などの保険給付費５億
７，０５０万円、老人保健への拠出金１
億４，７００万円、新事業「保険財政共
同安定化事業」１億２，０９７万を含む
共同事業拠出金１億、４，３２５万です。

9億7,197万円

■
地
方
債
残
高
、
公
債
費
、
基
金
の
状
況

一
般
会
計
の
地
方
債
（
借
入
金
）
の
残
高

は
、
平
成
18
年
度
末
で
お
よ
そ
28
億
円
の
見

込
み
で
す
。
地
方
債
残
高
は
、
平
成
12
年
度

の
34
億
８
千
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

お
り
、
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
公
債
費

（
地
方
債
の
償
還
金
）
は
元
金
、
利
子
あ
わ
せ

て
３
億
４
千
６
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
約

10
億
円
の
見
込
み
で
す
。

■
三
位
一
体
の
改
革

各
地
方
団
体
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
よ
り

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
三
位

一
体
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
国
の
所
得
税
か
ら
地
方
の

住
民
税
へ
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
税
源

移
譲
に
伴
い
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
住
民
税

が
19
年
度
分
よ
り
大
き
く
か
わ
り
ま
す
。

■
財
政
調
整
基
金

予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
不
時
の
支
出
増

加
な
ど
に
備
え
、
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度

に
積
立
て
て
お
く
基
金
で
す
。
家
庭
に
お
け

る
預
貯
金
で
す
。

農業集落排水事業
貝野瀬生越、糸井三ツ谷、昭和南、永井入原
地区の下水処理と、戸別浄化槽の設置及び管
理を行う会計です。
主な歳出は、公債費（借り入れた地方債の元
利償還費）２億０，５１９万円です。

3億2,268万円

簡易水道事業
安全な上水を確保、供給する会計です。
老朽管の更新や、浄水場と配水管の維
持管理を行い安定した上水の供給を行
います。
主な歳出は、総務費（大半が維持管理
の費用）７，９９０万円です。

1億1,581万円

老人保健事業
75歳以上の医療費を負担する会計
です。
主な歳出は、医療給付費７億１，
２８７万円です。

7億1,535万円

介護保険
寝たきりや認知症などで介護
を必要とする人の介護サービ
スや、介護予防サービスを負
担する会計です。
主な歳出は、介護サービス等
の保険給付費４億４，４２３
万円です。

4億6,841万円



村民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税

などです。すべての歳出予算に充てられます。

特定の歳出目的のためや、財源が不足した時

のために積立てておいた基金を取り崩し、そ

れを歳入に充てるものです。

標準的な行政を行うのに必要な経費（基準財

政需要額）から標準的な税収（基準財政収入

額）を差し引いた額が地方交付税です。

国や県が、法律で事業費の一部を負担する国

庫（県）負担金、政策で事業費の一部を補助

する国庫（県）補助金、委託する事務の事業

費に充てる国庫（県）委託金です。

村が借り入れる地方債で、臨時財政対策債等

です。

国が徴収した税の一部を市町村に譲与するも

ので、自動車重量譲与税、地方道路譲与税な

どがあります。

市町村の財源となる税などを国や県が合わせ

て徴収し交付するもので、利子割交付金、地

方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自

動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安

全対策特別交付金、株式等譲渡所得割交付金、

配当割交付金です。

分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産

収入、寄附金、諸収入、繰越金。

一
般

会
計歳入（入ってくるお金＝）

平成19年度一般会計歳入予算額　32億5,900万円〔前年比▲6.4％〕

そ の 他
1億7,503万円

交 付 金
1億1,445万円

地 方 譲 与 税
1億1,676万円

国庫支出金・県支出金
2億6,977万円

地方交付税
13億3,200万円

繰 入 金
5億1,145万円

村 　 税
6億2,254万円

4

村 　 債
1億1,700万円



農業委員会、農業振興、園芸や畜産の振興、
土地改良、林業振興などに

障害者福祉、老人福祉、児童福祉、国民健康
保険、老人保健、介護保険などに

広報、交通安全、防災、公園、税務、戸籍、
選挙、統計、監査などに

起債（借入金）の元利償還金に

小・中学校の管理運営、青少年教育、公民館
の管理運営、文化財保護、保健体育、学校給
食などに

健診、予防接種、環境、清掃などに

消防団、利根沼田広域消防組合の負担金などに

村道の維持管理、排水路の整備、除雪などに

議会運営に

災害復旧に

商工業振興、労働、諸支出金、予備費などに

歳出 （＝使われるお金）

平成19年度一般会計歳出予算額　32億5,900万円〔前年比▲6.4％〕

そ の 他
866万円

災 害 復 旧 費
913万円

議 会 費
5,989万円

土 木 費
1億3,387万円

消 防 費
1億7,497万円

教 育 費
3億1,817万円

公 債 費
3億4,608万円

総 務 費
5億8,104万円

民 生 費
6億6,248万円

農林水産業費
6億6,315万円

5

衛 生 費
3億156万円
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□
永
　
井

藤
　
井
　
和
　
利

□
入
　
原

堤
　
　
　
健
　
一

□
川
　
額

竹
之
内
　
輝
　
雄

□
鎌
　
沢

廣
　
田
　
孝
　
伸

□
森
下
上

金
　
井
　
仙
太
郎

□
森
下
中

綿
　
貫
　
久
　
雄

□
森
下
下

関
　
上
　
正
　
雄

□
入
　
沢

飯
　
塚
　
　
　
久

□
三
ツ
谷

島
　
田
　
民
　
夫

□
　
　
　
　
新
　
木
　
久
　
雄

□
　
　
　
　
南
　
雲
　
年
　
雄

□
吹
　
張

渡
　
邊
　
健
一
郎

□
　
宿

加
　
藤
　
孝
　
雄

□
中
　
宿

加
　
藤
　
次
　
男

□
中
内
出

竹
　
吉
　
祥
　
治

□
常
　
木

飯
　
塚
　
一
　
雄

□
滝
　
寺

後
　
藤
　
貞
　
幸

□
南
内
出

高
　
橋
　
寿
　
雄

□
上
内
出

加
　
藤
　
幸
　
市

□
田
　
岸

横
　
坂
　
真
　
澄

□
大
　
堀

横
　
坂
　
定
　
男

□
滝
久
保

林
　
　
　
謙
　
藏

□
池
　
原

関
　
上
　
安
　
雄

□
生
　
越

林
　
　
　
　
　
隆

□
中
野
下

吉
　
沢
　
　
　
強

□
中
野
上

吉
　
澤
　
和
　
美

□
長
者
久
保

星
　
野
　
秀
　
之

□
大
河
原

石
　
井
　
金
　
治

□
追
　
分

石
　
井
　
廣
　
紀

□
赤
　
谷

中
　
澤
　
睦
　
一

□
　
　
　
　
諸
　
田
　
孝
　
一

□
　
　
　
　
廣
　
田
　
忠
　
一

□
　
　
　
　
金
　
井
　
弘
　
明

□
　
　
　
　
古
　
澤
　
利
　
雄

新

度
年タ

ス

ト
ー

区

長

団
　
　
　
長

林
　
　
　
公
　
男

副
　
団
　
長

澤
　
浦
　
範
　
行

〃

竹
　
吉
　
弘
　
行

ラ
ッ
パ
長

長
谷
川
　
　
　
誠

第
１
分
団
長

堤
　
　
　
比
美
紀

第
２

〃

鈴
　
木
　
勝
　
行

第
３

〃

石
　
坂
　
恵
　
造

第
４

〃

松
　
谷
　
智
　
康

第
５

〃

藤
　
井
　
哲
　
也

第
６

〃

中
　
村
　
佳
　
央

第
７

〃

石
　
井
　
則
　
之

第
８

〃

横
　
坂
　
誠
　
一

第
９

〃

土
　
澤
　
研
　
一

第
10

〃

林
　
　
　
博
　
樹

消

防

団

松
ノ
木
平

第
　
　
一

松
ノ
木
平

第
　
　
二

橡
久
保

北
　
部

赤
城
原

第
　
一

赤
城
原

第
　
二

橡
久
保

南
　
部

平
成
19
年
度
の
村
の
新
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
村
の
新
役
員
・
村
職
員
・
教
職
員
人
事
異
動
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

団　　長

林　公男さん

隊
　
長

関
　
上
　
　
　
毅

副
隊
長

小
　
林
　
孝
一
郎

班
　
長

堤
　
　
　
錦
之
輔

〃
　
　
竹
　
澤
　
光
　
男

隊
　
員

熊
　
谷
　
　
　
誠

〃
　
　
藤
　
井
　
正
　
浩

〃
　
　
金
　
井
　
作
　
男

〃
　
　
金
　
子
　
洋
　
一

〃
　
　
堀
　
　
　
明
　
美

〃
　
　
新
　
木
　
篤
　
志

〃
　
　
竹
　
内
　
貞
　
衛

〃
　
　
飯
　
塚
　
伸
　
子

交
通
指
導
員

隊　　長

関上　毅さん

３
月
20
日
付
で
、
昭
和
駐
在
所

長
に
井
田
秀
樹
警
部
補
が
就
任
し

ま
し
た
。

昭
和
駐
在
所

昭和駐在所

井田秀樹警部補



7

総
務
課

▼
主
任
　
小
野
妙
子
（
教
育
委
員

会
事
務
局
）、
▼
主
任
（
課
付
利

根
沼
田
県
民
局
派
遣
）

川
端
崇

（
保
健
福
祉
課
）、
▼
主
事
（
課
付

農
業
共
済
派
遣
）

布
施
智
宏

（
産
業
課
）、
▼
主
事
　
関
上
亮
介

（
建
設
課
）、
▼
主
事
補
　
茂
木
正

訓
（
新
採
用
）
、
▼
主
任
技
手

重
田
廣
（
産
業
課
）

企
画
課

▼
係
長
　
林
孝
志
（
建
設
課
）、

▼
主
査
　
島
田
宏
充
（
総
務
課
付

群
馬
県
派
遣
）

税
務
課

▼
参
事
兼
係
長
　
綿
貫
猛
（
建
設

課
）

出
納
室

▼
会
計
管
理
者
兼
係
長
　
星
野
富

士
夫
（
産
業
課
）

保
健
福
祉
課

▼
係
長
　
宮
崎
愉
多
加
（
県
か
ら

派
遣
）、
▼
主
任
　
落
合
邦
江
（
総

務
課
）、
▼
倉
沢
圭
亮
（
企
画
課
）

第
二
保
育
園

▼
主
任
保
育
士
　
金
子
光
江
（
第

一
保
育
園
）

産
業
課

▼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
橘
ヒ
ロ

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

建
設
課

▼
課
長
補
佐
　
関
上
隆
宏
（
税
務

課
）、
▼
係
長
　
澤
浦
正
（
企
画

課
）、
▼
主
事
　
堤
裕
史
（
総
務

課
）

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
係
長
　
中
島
伸
枝
（
出
納
室
）、

▼
主
任
　
角
田
泰
弘
（
総
務
課
付

農
業
共
済
派
遣
）、
▼
主
任
　
井

上
弘
（
企
画
課
）、
▼
特
別
派
遣

社
会
教
育
主
事
　
星
野
綾
子
（
県

か
ら
の
派
遣
）

給
食
セ
ン
タ
ー

▼
主
任
技
手
　
高
橋
良
穂
（
総
務

課
）

東
小
学
校

▼
公
仕
　
諸
田
保
彦
（
保
健
福
祉

課
付
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

退
職
者

▼
主
任
　
堤
紀
子
（
教
育
委
員
会

事
務
局
）、
▼
主
任
調
理
師
　
河

田
一
美
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）、
▼

公
仕
　
吉
野
則
夫
（
東
小
学
校
）、

▼
主
任
技
手
　
新
木
久
雄
（
総
務

課
）、
▼
県
か
ら
の
派
遣
期
間
満

了
　
入
澤
浩
史
（
特
別
派
遣
社
会

教
育
主
事
）

役
場
人
事
異
動

新採用ですZ
よろしくお願いします

総務課

茂
もて

木
き

正
まさ

訓
くに

□東小学校

教　　頭　堤　恵理子

（利根教育事務所）

教　　諭　増田美都代（古馬牧小）

教　　諭　小池　淳子（利根西小）

□南小学校

教　　諭　山岸　敬幸（沼田東小）

主幹栄養専門員

松本ふさ江（月夜野中）

事務主任　宮崎　朝香（多那小）

□大河原小学校

校　　長　北原　一浩（沼田東小）

教　　諭　石坂　克之（川田小）

教　　諭　深代　恵子（沼田北小）

□昭和中学校

教　　頭　會田　康弘（藤原中）

教　　諭　岡田　秀久（沼田中）

養護教諭　小野美恵子（川場中）

片品北小　青木美穂子（東小）

薄 根 小　青木　和成（南小）

多 那 中　小田橋喜美枝（南小）

利根東小　根岸　仁美（南小）

地 公 臨　山田　徳子（南小）

沼田東小　佐藤　和男（大河原小）

猿ヶ京小　堤　　義樹（昭和中）

片 品 中　尾崎　和子（昭和中）

川 場 中　松井　亮子（昭和中）

教　　諭　福田　憲子（東小）

教　　諭　星野　憲子（東小）

校　　長　堀口　稔夫（大河原小）

教　　諭　坂本　久江（大河原小）

転　　　入 ( )内は前任校

教職員人事異動

転　　　出

退　　　職

(

４
月
１
日
付)
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３
月
〜
４
月

区
長
会
長
に
渡
邊

副
会
長
に
廣
田

４
月
５
日
に
役
場
第
３
会
議

室
で
、
区
長
会
議
が
行
わ
れ
、

区
長
会
長
に
吹
張
の
渡
邊
健
一

郎
さ
ん
、
副
会
長
に
赤
城
原
第

二
の
廣
田
忠
一
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
１
年
間
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
３

月
30
日
に
役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

高
砂
大
学
・
ひ
ま
わ
り
大
学
合
同
閉
講
式
が

３
月
26
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
の
講
座
と
な
っ
た
こ
の
日
の
内
容
は
、

昭
和
村
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
演
奏
の

鑑
賞
。
参
加
し
た
約
50
人
は
、
１
時
間
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
や
ビ
オ
ラ
な
ど
の
弦
楽
器
が
奏
で
る

美
し
い
音
色
に
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

演
奏
終
了
後
は
、
式
典
が
行
わ
れ
、
各
大
学

の
代
表
者
に
修
了
書
を
授
与
。
高
砂
大
学
は
�

�
マ
キ
さ
ん
（
入
原
上
組
）、
ひ
ま
わ
り
大
学

は
星
野
和
栄
さ
ん
（
宮
貝
戸
）
が
代
表
し
て
修

了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
講
座
皆

勤
の
人
に
は
、
皆
勤
賞
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

18
年
度
の
修
了
生
は
、
高
砂
大
学
が
29
人
、

ひ
ま
わ
り
大
学
が
21
人
。

高
砂
・
ひ
ま
わ
り
大
学
が
閉
講
式

修了証を受け取る��さん

修了証を受け取る星野さん

在校生に見送られて卒業

村
内
の
小
中
学
校
、
保
育
園
の
卒
業
、
卒
園

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
中
は
３
月
13
日
。
卒
業
生
84
人
が
、
在

校
生
に
見
送
ら
れ
て
母
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し

た
。
吉
澤
博
通
校
長
が
「
こ
の
学
校
で
培
っ
た

真
摯
な
態
度
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
に
も

役
立
ち
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
を
磨
い
て
く

だ
さ
い
」
と
卒
業
生
を
励
ま
し
ま
し
た
。

３
月
23
日
に
は
、
村
内
３
小
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
東
小
27
人
、
南
小
47
人
、
大
河
原

小
11
人
の
合
計
85
人
が
母
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
28
日
に
は
村
内
３
保
育
園
の
卒

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
保
育
園
26
人
、
第

二
保
育
園
16
人
、
子
育
保
育
園
33
人
の
園
児
た

ち
が
保
護
者
に
見
守
ら
れ
る
な
か
、
小
学
１
年

生
に
な
る
不
安
と
喜
び
を
胸
に
巣
立
ち
ま
し
た
。

昭
和
中
学
校
84
人
の
門
出

渡邊 健一郎さん廣田 忠一さん

卒業証書を授与

卒園おめでとう

さ
ん
さ
ん

家
族
経
営
協
定

14
組
が
調
印
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平
成
18
年
度
昭
和
村
福
祉
大
会
が
３
月
26

日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
に
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
に
感
謝
す
る
た

め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
被
表
彰
者
や
関

係
者
ら
200
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

加
藤
秀
光
村
長
は
「
日
頃
よ
り
地
域
福
祉
向

上
に
ご
尽
力
を
頂
き
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も

に
今
後
も
引
き
続
き
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
」
と
式
辞
。

大
会
で
は
、
介
護
や
地
域
福
祉
に
貢
献
し
た

功
労
者
や
団
体
な
ど
５
人
、４
団
体
が
壇
上
で
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
『
マ
ン

ド
リ
ン
る
ば
ん
が
』
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「マンドリンるばんが」の演奏

表彰状を受け取る代表の入澤舞香ちゃん

「
第
14
回
よ
い
歯
の
子
と
育
て
た
家
族
の
表
彰

式
」
が
３
月
29
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
受
賞
者
と
そ
の
関
係
者
ら

お
よ
そ
80
人
。
受
賞
し
た
の
は
、
平
成
18
年
度

の
３
歳
児
健
診
で
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子
と
そ

の
家
族
45
組
で
す
。

式
で
は
、
受
賞
し
た
子
供
と
そ
の
家
族
の
名

前
が
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
、
壇
上
で
代
表
の
入
澤

す
み
江
さ
ん
・
舞
香
ち
ゃ
ん
親
子
に
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
し
た
子
供
た
ち
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

受
賞
者
…
入
澤
舞
香
、
�
原
拓
真
、
林
結
菜
、

水
出
陸
、
織
田
澤
太
河
、
�
橋
空
飛
、
諸
田
進

太
朗
、
中
村
嘉
希
、
加
藤
明
純
、
菅
沼
亮
太
、

大
久
保
渓
悟
、
萩
原
蒼
真
、
星
野
愛
萌
、
横
坂

心
美
、
横
坂
龍
馬
、
飯
塚
優
、
鈴
木
愛
美
、
真

下
愛
大
、
根
岸
伶
央
、
加
藤
涼
凪
、
星
野
智
祐
、

榎
本
惇
紳
、
綿
貫
彩
良
、
関
上
和
真
、
小
宮
佳

姫
、
星
野
明
莉
、
杉
木
星
音
、
矢
嶋
夏
鈴
、
飯

塚
哲
章
、
林
佳
宏
、
松
井
優
気
、
小
野
渉
真
、

外
山
勇
輝
、
土
澤
蒼
生
、
倉
沢
悠
、
丸
山
朱
璃
、

渡
辺
匠
、
兵
藤
月
花
、
竹
吉
花
音
、
金
子
綺
良
、

金
子
綺
里
、
岡
田
陽
奈
、
星
野
妃
南
、
神
村
美

希
、
石
井
望
愛
。

良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
45
組
が
受
賞

こ
の
協
定
は
農
家
が
各
家
族

内
で
労
働
報
酬
や
労
働
時
間
な

ど
の
取
り
決
め
を
行
い
、
快
適

な
経
営
や
生
活
を
行
う
こ
と
が

目
的
。

村
農
業
委
員
ら
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
14
組
・
40
人
が
調
印

に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
で
今
回

を
含
め
、
村
内
の
締
結
数
は
102

組
に
な
り
ま
し
た
。

調
印
式
に
際
し
、
星
野
農
業

委
員
会
長
が
「
家
族
経
営
協
定

を
期
に
ま
す
ま
す
営
農
に
励
ま

れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

調
印
締
結
後
は
、
南
内
出
の

石
井
芳
人
さ
ん
が
謝
辞
。「
こ

の
協
定
を
実
践
し
、
家
族
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
あ
い
、

近
代
的
な
農
業
経
営
の
確
立
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

介護功労の�原三枝子さん

社会福祉協議会功労の
関上幸男さん

福
祉
大
会
　
個
人
・
団
体
９
組
を
表
彰

星野農業委員会長あいさつ



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
あ
っ
と
い
う
ま
の
50
年

だ
っ
た
」
そ
う
語
る
甲
三
さ

ん
好
子
さ
ん
ご
夫
妻
。

結
婚
当
時
は
高
度
経
済
成

長
期
、「
と
に
か
く
忙
し
か

っ
た
」
と
振
り
返
る
。
会
社

勤
め
の
中「
店
を
開
き
た
い
」

と
い
う
甲
三
さ
ん
た
っ
て
の

希
望
に
よ
り
、
共
働
き
か
ら

一
転
、
み
よ
し
食
堂
を
開
店

す
る
こ
と
に
。

き
っ
か
け
は
好
子
さ
ん
の

知
人
の
作
っ
て
く
れ
た
う
ど

ん
。
「
食
べ
て
こ
れ
だ
!!
」

と
、
う
ど
ん
屋
を
す
る
こ
と

を
決
心
し
た
と
甲
三
さ
ん
は

い
い
ま
す
。

こ
う
し
て
開
店
し
た
み
よ

し
食
堂
を
好
子
さ
ん
は
「
容

易
で
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
本

当
に
楽
し
か
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。「
初
め
は
反
対

し
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の

人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

の
れ
ん
を
た
た
ん
で
10

年
、「
互
い
に
ケ
ン
カ
し
な

が
ら
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
」
と
改

め
て
振
り
返
る
二
人
。

今
後
は
「
体
を
大
事
に
し

て
、
健
康
で
趣
味
の
盆
栽
・

熱
帯
魚
の
鑑
賞
な
ど
を
し
な

が
ら
楽
し
く
長
生
き
し
た
い
」

と
声
を
合
わ
せ
る
甲
三
さ
ん

と
好
子
さ
ん
。
み
よ
し
食
堂

を
夫
婦
で
切
り
盛
り
し
て
苦

楽
を
共
に
し
て
き
た
と
い
う

強
い
絆
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

� 橋　甲　三さん (73歳)
好　子さん (76歳)

・吹張

互
い
に
持
ち
つ
持
た
れ
つ

（昭和32年２月27日結婚）

３月３日に利根沼田の小中学生から詩や作文を募った「第３回おの・ちゅうこう　ふるさと文学賞」の

入賞者表彰式が沼田市白沢町振興局で行われました。昭和村からは東小学校３年（旧学年）�橋亮くん

（宿）が、小学生作文の部でみごと優秀賞を受賞

しました。

ふるさと文学賞は、旧白沢村出身の児童文学者、

おの・ちゅうこう（本名、小野忠孝＝おのただよ

し）氏が創設した「おの文学賞」を沼田市教育委

員会が引き継いで二年前から開催。メールで文章

のやり取りを行う子どもたちに、書くことのすば

らしさを体験してもらおうと、応募を呼びかけて

いるものです。

今回は利根沼田の小中学校３７校から、８８８

点の作品が寄せられました。

�橋亮くん（東小）ふるさと文学賞・優秀賞を受賞

優秀賞を受賞した�橋亮くん
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い
ら
な
く
な
っ
た
教
科
書

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

中
学
校
の
卒
業
式
良
か
っ
た

で
す
。

い
ら
な
く
な
っ
た
教
科
書

は
、
資
源
ゴ
ミ
に
出
す
ほ
か
な

い
の
で
す
か
？
ま
た
、
ノ
ー
ト

は
燃
え
る
ゴ
ミ
で
す
か
？

い
ら
な
く
な
っ
た
教
科
書
は

リ
サ
イ
ク
ル
紙
の
有
効
な
資
源

と
な
り
ま
す
の
で
、
資
源
ゴ
ミ

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
過
程
で
い
ろ
い
ろ
な

人
の
手
を
経
ま
す
の
で
、
個
人

情
報
等
の
漏
え
い
に
つ
な
が
る

も
の
に
つ
い
て
は
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
は
可
能
な
限
り
資
源
ゴ
ミ

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
の
有
効
活
用
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

産
業
課
産
業
振
興
係

ご
意
見

・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
花
火
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。ず

っ
と
続
け
て
く
だ
さ
い
。

・
毎
週
水
曜
日
東
小
で
多
く
の

小
学
生
た
ち
が
陸
上
教
室
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

一
度
取
材
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
し
ょ
う
わ
で
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
質
問
や
疑
問
、
感
想

な
ど
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便

り
・
メ
ー
ル
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ふ
と
気
づ
い
た
こ
と
感
動
し
た

こ
と
な
ど
、
気
軽
に
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。

趣
味
か
ら
得
た
こ
と

諸 田 知 行 さん

(森下中・21歳)

小
学
校
の
頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
続
け
て
き
た
ス
ポ
ー

ツ
。
単
に
体
を
動
か
す
の
が
好
き
と
い
う
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
得
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

学
生
時
代
の
12
年
間
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
団
体
競
技
を

経
験
す
る
こ
と
で
、
悔
し
い
気
持
ち
を
何
度
も
味
わ
っ
た
が
、
け

し
て
諦
め
な
い
こ
と
、
ま
た
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
多
く
の
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が

出
来
た
。

今
で
も
こ
の
12
年
間
で
出
会
っ
た
仲
間
や
経
験
し
て
き
た
こ
と

は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

現
在
も
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ッ
ト
サ
ル
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
私
の

趣
味
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
自
身
を
成
長
さ

せ
て
い
き
た
い
。◇

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
金
井
直
樹
さ
ん
（
21
歳
・
赤
城
原
第
二
）
で
す
。



芸能祭で日ごろの成果を披露

東小児童と高齢者が交流

赤ずきんちゃんの劇を披露

村文化協会（諸田義幸会長）による第25回村民芸能祭が３月

11日、村公民館多目的ホールで行われました。

参加したのは、同協会に所属する28団体、およそ180人。

会場は、300席がほぼ満席。例年どおりの盛況ぶりでした。

プログラムは舞踊や

ダンス、詩吟、民謡な

ど全部で45演目。参

加者たちは日ごろの練

習の成果を発揮し、見

事な演技を披露してい

ました。

昭和の湯で村内の高齢者を対象にふれあい交流会が行われ、

東小学校の３年生が高齢者たちと楽しい一時を過ごしました。

はじめに児童たちが、高齢者に手作りのお手紙をプレゼン

ト。続いてみんなで歌をうたい、赤ずきんちゃんの劇を披露

するなど、高齢者たちを楽しませました。発表が終わると児

童たちがそれぞれ高齢者のところへ行き交流していました。

高齢者たちは、楽しい子供たちとのふれあいに目を細めて

いました。

女性消防隊結成!!

３月８日、昭和村役場応接室

で女性消防隊委嘱状交付式が行

われました。

女性消防隊は村内有志の女性

７名により結成。今年10月に行

われる女性消防隊員によるポン

プ操法の全国大会に出場するた

め、日々練習を重ねており、こ

の日は加藤村長より委嘱状の交

付を受けました。

交付に際し加藤村長は「群馬

県の代表として優勝を目指して

がんばってください」とあいさ

つ。委嘱状を受け取った女性隊

員のみなさんは、決意を新たに

していました。

委嘱状交付式

優雅な舞、いきもぴったりです

大正琴の演奏
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ファミリーコンサート開催

美しい音色にうっとり

３月24日、村公民館多目的ホールでファミリーコンサ

ートが開催されました。

この日は～アルプ弦楽四重奏団による演奏会～と題し

て、クラッシックや童謡、ポップスなど13曲が演奏され

ました。演奏された曲は、どれも普段からよく耳にする

曲ばかり。会場を訪れた約120人の観客は、ヴァイオリ

ンやピアノ、ビオラが奏でる美しい音色に聴き入ってい

ました。

昭和インター線ゴミ拾いの様子

村内関屋工業団地に新たに進出した藤森

工業(株)、味の素ファインテクノ(株)、佐

藤運送(株)の３社と建設請負業者が県道昭

和インター線及び工業団地周辺のゴミ拾い

を実施しました。

これは、各企業の好意により行われたも

ので、３月６日に藤森工業(株)が、４月10

日に味の素ファインテクノ(株)が昭和イン

ター線沿いを、３月22日に佐藤運送(株)が

工業団地周辺のゴミ拾いをそれぞれ実施し

ました。

朝礼で生越太鼓が演奏

同級生の前で演奏、緊張します

決め!!

生越太鼓（代表　林雄一）では

３月８日、東小学校の朝礼で太鼓

の演奏をしました。

これは、同校の音楽朝礼として

行われたもの。生越太鼓には、同

校の児童も入っており、同級生た

ちの前で見事な演奏を披露しまし

た。

聴衆となった児童たちは、勇壮

な太鼓の音に聴き入っていました。

1 3

工業団地進出企業
３社がゴミ拾い
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皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
下
水
施
設（
農
業
集
落
排
水
、

戸
別
浄
化
槽
）
の
料
金
は
、
実
際

に
使
用
し
て
い
る
人
の
数
に
よ
り

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
基
本
料
金

は
世
帯
ご
と
に
一
律
）。
そ
の
た

め
、
村
に
住
民
登
録
が
し
て
あ
る

人
で
、
学
生
や
仕
事
の
た
め
村
を

離
れ
て
生
活
し
て
い
る
人
や
、
入

院
し
て
い
る
人
に
は
料
金
が
か
か

ら
な
く
す
る
「
減
免
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
事
前
に
申
請
し
な

い
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
該

当
す
る
場
合
は
、
村
指
定
の
用
紙

に
よ
り
役
場
建
設
課
上
下
水
道
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
22
日
（
火
）、
昭
和
村
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
の
整
備
、
登
記
・

農
地
転
用
・
年
金
な
ど
、
国
や
特

殊
法
人
が
行
う
業
務
に
、
苦
情
や

意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識
者
で
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
受
け
付
け
、

問
題
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
５
月
21
日
（
月
）
〜
27

日
（
日
）
は
春
の
行
政
相
談
週
間

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

な
お
相
談
日
以
外
で
も
、
口
頭

や
電
話
、
手
紙
な
ど
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
時
間

午
後
１
時
か
ら
４
時

■
行
政
相
談
員

加
藤
　
武
（
森

下
808
）、
1
２
４
―
６
８
３
９

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課

消
防
団
や
消
防
署
に
依
頼
さ
れ

て
い
る
か
の
よ
う
な
口
調
で
、
村

内
を
家
庭
用
消
火
器
の
訪
問
販
売

や
点
検
に
回
っ
て
い
る
人
が
い
る

よ
う
で
す
。

村
及
び
利
根
沼
田
中
央
消
防
署

で
は
、
こ
の
よ
う
な
依
頼
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に

つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

消
火
器
・
火
災
警
報
機
等
の
訪

問
販
売
で
疑
問
に
思
っ
た
と
き

は
、
役
場
総
務
課
（
1
２
４
―
５

１
１
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

長
期
不
在
の
場
合
は

下
水
道
使
用
料
を
減
免

建
設
課
　
内
線
39

消
火
器
等
の
不
適
正
取

引
に
ご
注
意
を

総
務
課
　
内
線
14

４
月
、
５
月
は

滞
納
整
理
強
化
月
間

税
務
課
　
内
線
19

■70歳未満の入院時窓口支払い
入院時の限度額を超えた（医療費が高額になった）窓口支払いは、自己負担

限度額までの支払いですむようになります。
支払いの際は、限度額適用認定証が必要ですので、保健福祉課窓口で事前に

申請し、認定証の交付を受けてください。

■出産育児一時金の受取代理
被保険者が事前に申請しておくと、医療機関などが被保険者に代わって出産

育児一時金を受け取り（限度額３７万円）、窓口において出産費用の支払い負
担を軽減することができます。
対象者は、国民健康保険の被保険者で出産予定１か月以内の者、または、出

産予定日まで１か月以内の被扶養者を有するもので、事前に請求書及び関係書
類を提出する必要があります。
ただし、税金などの滞納により交付できない場合もあります。

詳しくは、保健福祉課（内線27）までお問い合わせください。

４月から70歳未満の入院時窓口支払い、
出産育児一時金受取が変わります。

５
月
22
日(

火)

に
行
政

相
談
所
を
開
設

総
務
課
　
内
線
14
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■もんだい
平成19年度予算が３月議会で承認

されました。年々厳しくなる財政状況
の中、昭和村では３年連続で前年度を
下回る予算となりました。
さて、問題です。昭和村の一般会計
予算は○○億5,900万円でしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝５月１日(火)。s発表＝５月号「広報
しょうわ」。s答えは必ずハガキに書き、下記要領
で応募してください。

u２月号のクイズの答えは、「77人」でした。
応募総数は２通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

老
い
た
り
し
吾
を
思
ひ
て
嫁
買
ひ

し
ベ
ッ
ド
に
今
宵
ら
く
ら
く
と
寝

る
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
み
よ

若
き
日
に
夫
の
好
み
し
ア
リ
ラ
ン

の
テ
ー
プ
を
聞
き
つ
つ
口
ず
さ
み

た
り
　
　
　
　
　
　
川
端
　
も
と

人
生
を
夫
と
語
ら
い
散
歩
す
る
陽

を
背
に
負
い
て
暖
冬
の
野
を
　
　
　

林
　
千
恵
美

夫
の
忌
に
今
年
も
咲
き
ゐ
し
福
寿

草
哀
し
き
花
と
な
り
た
り
今
は
　
　

星
野
　
利
子

草
引
き
し
日
よ
り
目
鼻
の
か
ゆ
み

き
て
泪
も
鼻
も
流
れ
て
止
ま
ず
　
　

林
　
マ
ス

四
月
か
ら
ふ
た
り
大
学
へ
行
く
我

家
家
族
旅
行
は
マ
イ
カ
ー
に
す
る
　

唐
木
　
美
智
子

冬
花
火
今
宵
上
が
る
と
知
り
た
れ

ば
南
の
窓
に
妻
と
寄
り
待
つ
　
　
　

小
林
　
文
吉

如
月
の
静
か
に
更
け
し
夜
半
に
覚

め
梁
う
つ
ば
りき

し
む
音
を
聞
き
を
り
　
　
　

須
藤
　
澄
子

再
び
の
春
は
め
ぐ
り
て
我
が
胸
の

痛
み
に
ぞ
堪
え
ん
力
湧
き
つ
つ
　
　

中
村
　
敏
子

電
線
の
子
鳥
一
羽
風
に
耐
へ

飼
運
び
来
る
親
を
待
つ
ら
し

林
　
と
み
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

喜
寿
の
春
生
き
た
証
の
皺
深
し
　
　

小
林
　
仁
作

物
の
芽
も
吾
れ
も
誘
ふ
る
東
風
恋

ふ
る
　
　
　
　
　
　
梅
沢
　
ま
つ

初
物
の
独
活
の
よ
ご
し
に
春
の
夢
　

須
藤
　
澄
子

東
風
を
背
に
日
課
の
道
を
八
千
歩
　

新
木
　
武
治

暖
冬
に
山
肌
切
れ
た
ス
キ
ー
場
　
　

横
坂
　
庄
三

輪
投
げ
す
る
老
の
姿
や
窓
の
雪
　
　

藤
井
　
三
代
子

春
の
鳶
小
さ
き
一
邑
輪
の
中
に
　
　

金
井
　
粂
子

猪
鍋
の
蓋
を
斜
め
に
乾
杯
す
　
　
　

真
下
　
章
子

★渡　辺　昇　子　 ( 49歳)

★青　木　繁　和　 ( ９歳 )

北 部

生 越

応募規定

ん
か
？

村
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も
し
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
至
急
お
納

め
く
だ
さ
い
。

す
で
に
納
期
が
経
過
し
未
納
と

な
っ
て
い
る
税
金
に
は
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
す
で

に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
欠
く

ば
か
り
で
な
く
、
村
の
健
全
な
財

政
運
営
が
で
き
な
く
な
る
た
め
で

す
。
納
付
ま
た
は
連
絡
の
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
社
訪
問
や

財
産
調
査
を
行
い
、
給
料
、
預
貯

金
及
び
不
動
産
な
ど
の
差
押
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

病
気
や
失
業
な
ど
、
す
ぐ
に
納

め
ら
れ
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る

方
は
、
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
も
、
20
歳
に
な
れ
ば
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、

す
み
や
か
に
昭
和
村
役
場
の
住
民

係
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で

す
。
ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
学
生
に
つ
い
て
は
学
生
期

間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
、

学
生
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
保
険

料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
『
免
除
制
度
』
や
『
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
』
で
す
。

こ
の
猶
予
（
免
除
）
を
受
け
て

い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な

ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎

年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
10
年
以
内
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と（
追
納
）が
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申

請
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
村
役
場
の

住
民
係
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う



おまわりさんからのお知らせ

学年末・新学期における少年非行防止
卒業や入学、そして就職の時

期は、子供たちにとって人生の

大きな節目です。

卒業の解放感、新たな学校や

職場に対する不安などの環境の

変化は、心のすきを生みやすく、

この時期、家出・夜遊び・飲酒

などの不良行為に走ったり、盗

みや暴力などの非行に陥ったり

するケースが少なくありません。

警察では、学年末から新学期

にかけて「少年の非行防止及び

被害防止対策強化期間」と定め、

早期の発見・補導及び保護に努

めています。

を
守
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の

注
意
で
火
災
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
山
火
事

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場

所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

※
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
完
全
に
火

を
消
し
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

※
火
遊
び
は
さ
せ
な
い

日
本
古
来
の
民
族
衣
装
で
も
あ

る
和
服
。
こ
の
和
服
の
良
さ
を
知

り
、
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
親
子
の
絆

を
〝
ゆ
か
た
〞
を
と
お
し
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
テ
ー
マ
は
、「
我

が
子
に
着
せ
た
い
〝
ゆ
か
た
〞
づ

く
り
」
で
す
。

▼
期
日

①
制
作
コ
ー
ス
…
６
月

７
日
（
木
）、
14
日
（
木
）、
21
日

（
木
）、
27
日
（
水
）、
７
月
５
日

（
木
）
②
着
装
コ
ー
ス
…
７
月
８

日
（
日
）

▼
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会

管
理
棟
（
２
階
　
検
定
室
）

▼
定
員

各
コ
ー
ス
20
人
（
先
着

順
）

▼
受
講
料

①
制
作
コ
ー
ス
…

６
、
０
０
０
円
、
②
着
装
コ
ー
ス

…
３
、
０
０
０
円
（
制
作
材
料
は

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
締
切

６
月
１
日
（
金
）
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ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
は
、
体
長

０
・
８
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
害
虫

「
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
に
よ
っ

て
伝
染
す
る
、
ト
マ
ト
に
大
き
な

被
害
を
与
え
る
ウ
ィ
ル
ス
病
で

す
。発

病
株
か
ら
健
全
株
へ
急
速
に

感
染
が
広
が
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
ま
ん
延
防
止
に
は
、
農
家
だ

け
で
な
く
、
家
庭
菜
園
で
ト
マ
ト

を
栽
培
し
て
い
る
人
の
協
力
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ト
マ
ト
の
新
芽
付
近
の
葉
が
ふ

ち
か
ら
黄
色
に
な
り
、
葉
の
表
に

巻
き
上
が
る
病
状
が
出
た
ら
黄
化

葉
巻
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

▼
対
策

発
病
し
た
株
は
速
や
か

に
抜
き
取
り
、
土
中
に
埋
め
る
な

ど
適
切
に
処
分
し
、
野
外
に
放
置

し
な
い
。
栽
培
圃
場
周
辺
の
雑
草

は
除
去
す
る
。
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
が
ハ
ウ
ス
内
に
侵
入
し
な
い
よ

う
に
開
口
部
に
は
防
虫
ネ
ッ
ト

（
目
合
い
０
・
４
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下
が
望
ま
し
い
）
を
張
る
。
タ

バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
ハ
ウ
ス
に
侵

入
し
た
場
合
は
防
除
を
徹
底
す

る
。症

状
は
、
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(http://w
w
w
.pref.gunm

a.jp
/cts/contents?

C
O
N
TE
N
TS
?

_ID
=
3
4
3
2
0
)

で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
庁
農
政
課

1
０
２
７
―
２
２
６
―
３
０
２

９
、
5
０
２
７
―
２
３
３
―
３

６
４
８
、
県
庁
蚕
糸
園
芸
課

1
０
２
７
―
２
２
６
―
３
１
３

６
、
5
０
２
７
―
２
４
３
―
７

２
０
２

群
馬
県
で
は
、
山
火
事
予
防
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
山
火
事

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
大
切
な
森
林
資
源

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

山
火
事
予
防
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す

◆
利
根
環
境
森
林
事
務
所

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
ま
ん
延

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
県
庁
農
政
課

も
の
づ
く
り
教
室
・
和
裁
編

◆
県
職
業
能
力
開
発
協
会

▼
お
知
ら
せ

平成19年度群馬県警察官
Ａ採用試験を実施します
■試験区分 警察官Ａ
■受験資格 昭和52年以降に生ま
れた人で、学校教育法による大学
（短期大学を除く）又はこれと同等
と人事委員会が認める学校を卒業
した人、又は平成20年までに卒業
見込みの人
■試験内容（第１次試験） 教養
試験（択一式）、論文試験、資格加
点
■試験案内配布開始時期 平成19
年４月20日
■受付期間 平成19年5月7日（月）
～5月25日（金）
■第１次試験日 平成19年7月8日
（日）
■問い合わせ 沼田警察署警務課
1２２－０１１０



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：５月７日（月）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：４
月27日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：５月
11日（金）、午後１時30分～（事
前に電話予約を）、◆会場：沼田
保健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税１期、介護保険

料１期は５月１日（火）が納期で

す。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

こころの相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所
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わが村の人口

人　口　7,865人　(＋８)
男　　3,886人　(＋３)
女　　3,979人　(＋５)

世帯数　2,253人　(＋10)
※（ ）内は前月比

４月１日現在（住民基本台帳人口）

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
、「
激
動
の
日
々
を
経

て
、
復
興
を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代

を
か
ん
が
み
、
国
の
将
来
に
思
い

を
い
た
す
」
日
と
し
て
４
月
29
日

が
、「
み
ど
り
の
日
」
か
ら
「
昭

和
の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。

「
昭
和
の
日
」
の
創
設
を
記
念

し
て
、「
群
馬
と
昭
和
」
と
題
し

た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

４
月
26
日
（
木
）
〜
４

月
30
日
（
月
）

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
会
場

県
庁
昭
和
庁
舎
（
前
橋

市
大
手
町
）

▼
内
容

「
工
業
県
群
馬
の
礎
」、

「
蚕
糸
業
を
リ
ー
ド
す
る
群
馬
の

活
躍
」、「
雑
誌
で
た
ど
る
昭
和
の

記
憶
」、「
昭
和
を
し
の
ぶ
建
造
物
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
展
示
や

な
つ
か
し
い
昭
和
の
品
々
を
展
示

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
庁
県
民
セ
ン

タ
ー
　
1
０
２
７
―
２
２
６
―
２

２
６
２

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ぐ
ん
ま

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
実
施
し
ま

す
。
主
な
変
更
点
や
特
徴
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
助
成
金
額

10
人
以
上
の
団
体

に
つ
い
て
２
万
円
以
内
。

■
助
成
対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
料
か
資
材
購
入
費
。
昼
食
代
や

団
体
運
営
費
な
ど
に
は
使
う
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み

指
定
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

村
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

■
締
切

５
月
31
日
（
木
）

詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
ま
で
。

▼
募
集
種
目

陸
・
海
・
空
自
衛

隊
幹
部
候
補
生

▼
条
件

平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
で
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
課
程

を
２
年
以
上
修
め
修
士
の
学
位
を

受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
28
歳
未

満
）

▼
受
付
期
間

平
成
19
年
４
月
１

日
（
日
）
〜
５
月
11
日
（
金
）

▼
試
験
日

筆
記
試
験：

５
月
19

日
（
土
）、
筆
記
式
操
縦
適
正
検

査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）
‥

５
月
20
日
（
日
）

▼
場
所

新
町
駐
屯
地

▼
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所
　
1
２
３
―
４
１
１
１

ぐ
ん
ま
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

活
動
団
体
を
募
集
中

◆
役
場
建
設
課

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

４
月
29
日
は
「
昭
和
の
日
」

◆
県
民
セ
ン
タ
ー

３
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

・
新
木
　
琉る

心し
ん

く
ん

さ
ん
の
子
２
月
27
日
生

大
河
原
・
関
　
　
琉

り
ゅ
う

真し
ん

く
ん

さ
ん
の
子
３
月
２
日
生

根
　
岸
・
倉
澤
　
茉ま

瑚こ

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
３
月
６
日
生

藤
　
井
・
加
藤
　
真ま

優ゆ

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
３
月
13
日
生

中
野
下
・
林
　
　
瑚こ

雪ゆ
き

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
３
月
14
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

田
　
岸
　
横
坂
　
り
つ
さ
ん

99
歳
　
２
月
28
日
没

吹
　
張
　
新
木
節
子
さ
ん

71
歳
　
３
月
３
日
没

追
　
分
　
石
井
巳
津
江
さ
ん

76
歳
　
３
月
５
日
没

永
井
上
　
諸
田
み
よ
子
さ
ん

82
歳
　
３
月
11
日
没

大
河
原
　
横
坂
　
て
い
さ
ん

83
歳
　
３
月
15
日
没

入
　
沢
　
飯
塚
　
一
雄
さ
ん

83
歳
　
３
月
20
日
没

中
山
　
一
司
さ
ん

82
歳
　
３
月
23
日
没

林
　
　
正
昭
さ
ん

58
歳
　
３
月
27
日
没

吹
　
張
　
杉
木
　
ち
き
さ
ん

100
歳
　
３
月
26
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

橡
久
保

南
　
部

赤
城
原

第
　
二

橡
久
保

北
　
部

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

淳
　
子

稔
正
　
博

ゆ
り
子

道
　
明

泰
　
子

和
　
昭

奈
津
子

友
　
行

さ
つ
き




